
○こどもの貧困の解消に向けた対策会議設置要綱 

令和2年12月17日 

告示第218号 

（設置） 

第1条 貧困により、こどもが適切な養育及び教育並びに医療を受けられないこと、こども

が多様な体験の機会を得られないことその他こどもがその権利利益を害され及び社会か

ら孤立することのないようにするための指針となる亀岡市こどもの貧困の解消に向けた

対策計画を策定するに当たり、幅広い意見を求めるため、亀岡市こどもの貧困の解消に向

けた対策会議(以下「会議」という。)を設置する。 

（任務） 

第2条 会議は、次に掲げる事項を行う。 

(1) こどもの貧困の解消に向けた対策計画策定に係る意見の交換 

(2) その他こどもの貧困の解消に向けた対策に関すること。 

（組織） 

第3条 会議は、委員9人以内をもって組織する。 

2 委員は、子育てに関する有識者、関係行政機関の職員等から市長が委嘱又は任命する。 

（任期） 

第4条 委員の任期は、2年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合における補欠

の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第5条 会議に会長及び副会長を置く。 

2 会長は、委員の互選によって定める。 

3 会長は、会務を総理し、会議を代表する。 

4 副会長は、委員のうちから会長が指名する。 

5 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第6条 会議は、必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる。 

2 会長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、意見若しくは

説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第7条 会議の庶務は、こども未来部子育て支援課において行う。 
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（その他） 

第8条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、告示の日から実施する。 

附 則(令和6年告示第209号) 

この要綱は、告示の日から実施する。 

 


